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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 
中性化したコンクリートの強度は増加するがその割合はセメントの種類により異なることや、ある種のセ

メントの場合低減する等はすでに報告されている。１）２）３）４） 

本研究は中性化部コンクリートの組織変化に関する研究の一環として、普通ポルトランドセメントと高炉

セメントについて中性化による強度変化の検討を表面硬度によって行ったものである。 

２．使用材料２．使用材料２．使用材料２．使用材料 

セメントはＴ社製普通ポルトランドセメント（密度：３．１６ｇ／ｃｍ３、比表面積：３２６０ｃｍ２／ｇ）、

及び同社製の高炉セメントＢ種（密度：３．０４ｇ／ｃｍ３、比表面積：３７８０ｃｍ２／ｇ）の２種類を使

用した。 

３．供試体の作成３．供試体の作成３．供試体の作成３．供試体の作成 
供試体は幅４０×長さ６０×厚み１７ｍｍで、Ｗ／Ｃ＝４５％、５０％および６０％のセメントペースト

をプラスチック製角型容器に詰めた。作製後１日で脱型し、材齢２８日まで標準水中養生を行った。養生終

了直後に重量測定を行い、温度２０℃、相対湿度６５％の室内にて２８日間乾燥させた。 

４．試験方法４．試験方法４．試験方法４．試験方法 

４－１４－１４－１４－１ 促進中性化試験促進中性化試験促進中性化試験促進中性化試験 

供試体は３．で述べた２８日間の乾燥後、試験に供した。なお、供試体は乾燥２７日目において、供試体

の上下面を除く４側面をエポキシ樹脂で被覆した。 

促進中性化試験は温度２０℃、相対湿度６５％、炭酸ガス濃度５％の試験装置内で行った。促進中性化期

間は７日、１４日、２８日および５６日間である。 

中性化深さの測定は、所定期間中性化終了後、直ちに表面硬度を測定し、その直後供試体の長さ方向と直

角に割裂した面にフェノールフタレイン１％溶液を用いて行った。中性化深さの測定は、割裂面の上・下部

のそれぞれ５点計１０点について行った。 

４－２４－２４－２４－２ 表面硬度試験表面硬度試験表面硬度試験表面硬度試験 

表面硬度の測定は、中性化した供試体の場合、所定の中性化期間を終了した直後に行った。また、中性化 

しない供試体の場合、３．で述べた材齢２８日及び中性化装置と同じ温度２０℃、相対湿度６５％の別の乾

燥室内で、各中性化期間に対応する乾燥直後表面硬度の測定を行った。表面硬度測定は、Ｓ社製のダイナミ

ック超微小硬度計を使用した。測定面は供試体作成時の底面とし、この底面を均等６分割したそれぞれの分

割面中心である。すなわち、測定は稜角１１５°の三角すい圧子により、最大荷重１９６．１ｍＮまで測定 

した。表面硬度は供試体の塑性変形だけでなく、弾性変形をも含んだ状態での材料強度特性を表す式（１） 
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に示すダイナミック硬さＤＨにより評価した。  

2D
PDH α≡  ・・・（１）         

ここに、Ｐ：試験荷重（ｍＮ）           

    Ｄ：圧子押し込み深さ（μｍ）     

    α：１１５°三角すい圧子形状による 

定数（＝３．８５８４）      

５．試験結果及び考察５．試験結果及び考察５．試験結果及び考察５．試験結果及び考察 

５－１５－１５－１５－１    中性化深さの変化中性化深さの変化中性化深さの変化中性化深さの変化 
図―１に中性化深さの結果を示す。 

５－２５－２５－２５－２    中性化部の表面硬度中性化部の表面硬度中性化部の表面硬度中性化部の表面硬度 

表面硬度は図―２に示す通り２種のセメントとも

同様であって、中性化期間が長期となるほど大とな

る。また、この傾向はＷ／Ｃが小さい程大となる。 

５－５－５－５－３３３３    中性化部の表面硬度増加割合中性化部の表面硬度増加割合中性化部の表面硬度増加割合中性化部の表面硬度増加割合                     
表面硬度の増加割合は図―３に示す通りであって、

２種のセメントとも中性化期間が長期となるほど増

加割合は大となる。しかし、増加割合は、普通セメ

ントの場合Ｗ／Ｃ＝６０％で、高炉セメントの場合

Ｗ／Ｃ＝５０％以上で特に大きくなることを示した。 

５－４５－４５－４５－４    同一中性化深さにおける表面硬度同一中性化深さにおける表面硬度同一中性化深さにおける表面硬度同一中性化深さにおける表面硬度 
Ｗ／Ｃとの関係は図―４に示す通りであって、同

一中性化深さで評価すれば、２種のセメントともＷ

／Ｃに係らず増加割合はほぼ同じであった。 
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図ー１　中性化期間と中性化深さの関係
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図ー２　中性化期間と表面硬度の関係
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図ー３　中性化（Ｎｏｎ．中性化）期間と表面硬度比の関係
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図ー４　Ｗ／Ｃと表面硬度比の関係
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